
検査員の現場報告1

すべての電気が消えていなくても…
山形事業所 伊藤 宜司

更新推奨時期が経過している機器は計画的に更新

を勧めなければならないと強く感じた事例をご紹介

します。

〔状況〕
２月中旬の午前10時30分過ぎ、お客さまから事業

所に、「井戸ポンプが動かない」との連絡を受け出

動しました。

〔調査〕
連絡を受けて約30分後の午前11時頃に現地に到着

し、お客さまからお話を伺い構内の状況を確認した

ところ、照明等、一部電気は使用できる状態でした。

続いて、動力盤内の井戸ポンプ盤を確認すると、保

護継電器が「欠相」※により動作していました。

次に、屋外の変電設備の目視点検を実施したとこ

ろ、高圧ケーブルと高圧電線の接続部が一相断線し

ていることを発見しました。高圧事故のため、安全

対策として２名以上での対応が必要であることか

ら、事業所に連絡し応援を要請しました。お客さまに

は改修のために、構内すべての停電が必要である旨

を説明し、電気工事店に連絡をしていただきました。

※�欠相とは、三相３線式回路で一相が切れた状態をいい、電動機

が焼損する原因の一つになります。

〔原因〕
高圧設備は設置から50年ほど経過しており、長年

の使用による老朽化が進み、電線接続部の断線に繋

がったものでした。

〔復旧〕
午後１時頃、応援者及び電気工事店の方が到着し、

お客さまに停電することの了解を得て、断線してい

る高圧電線の改修工事を実施しました。改修工事完

了後、外観点検、絶縁抵抗測定を実施し、異常が無

いことを確認し、午後２時40分頃受電しました。

井戸ポンプは欠相運転により故障したため、ポン

プの製造会社へ改修をお願いしました。

〔お客さまの声〕
お客さまからは「照明が点灯しているからこんな

に大事になるとは思わなかった。仕事ができなくな

るのも困るので設備はきちんと改修しなければなら

ないですね」と迅速な対応に感謝の言葉をいただき

ました。

〔まとめ〕
高圧設備の劣化は使用状況や環境等条件により

様々ですが、突然の停電による操業停止、または波

及事故などの原因となるため、更新推奨時期が経過

している機器は計画的に更新を勧めなければならな

いと強く感じた事例でした。
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